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7.標準単価ファイル 

⑦他  

a.計算結果（例）  

 
 

 

ここからは単価計算後の歩掛りファイルについて確認していきます。 

まずは建築工事の「新営単価」と「改修割増単価(執務並行改修)」の 

違いについて説明します。 

  

 
 

「床タイル張り」の場合、改修割増単価ではタイル工や普通作業員といった 

労務単価の所要量部分が補正されています。 

 

 

 
 

公共建築工事積算基準等資料の建築工事編より 

「労務の所要量の１５％増しを標準とする」と記載されている通り補正をしています。 

 

 

 
 

続いて電気設備工事の「新営単価」、「改修割増単価(執務並行改修)」、 

「撤去単価」の違いについて説明します。 

 
 

EM-CEE ケーブルの場合、改修割増単価では電工の労務単価の所要量部分が 

補正されています。 
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公共建築工事積算基準等資料の電気設備工事編より 

「労務の所要量の２０％増しを標準とする」と記載されている通り補正をしています。 

 

 

 また、撤去単価では電工の労務の所要量部分を補正します。 

 

 

 
 

公共建築工事積算基準の撤去工事より 

「新営工事の労務歩掛りに対する乗率」の通りに補正をしています。 

 

 

 
 

 

単価計算のオプションで撤去を選択して計算した場合、材料費は除いて計算します。 

計算した結果、材料の単価及び金額欄は 0 円となっていますが、 

正しく計算されています。 
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